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ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
村
民
相

互
の
交
流
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
左
記
の
よ
う
に
実
施
し

ま
す
の
で
、
近
所
、
仲
間
を
誘
い

あ
っ
て
、
秋
の
一
日
を
楽
し
く
す

ご
し
ま
し
ょ
う
。

☆
期
日
　
十
一
月
十
五
日
印

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時

☆
会
場
　
田
沢
小
、
中
学
校
体
育

　
　
　
　
館

☆
種
目

・
卓
球
（
田
沢
小
）

　
個
人
戦
及
び
団
体
戦
（
男
子
三

　
名
、
女
子
二
名
）

・
排
球
（
田
沢
中
）

　
一
チ
ー
ム
女
子
四
人
以
上
を
含

　
む
九
人
制

・
籠
球
（
田
沢
中
）

　
い
ず
れ
の
種
目
に
も
チ
ー
ム
を

組
め
な
い
時
は
、
個
人
参
加
同
志

で
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　
開
会
式
は
、
田
沢
中
学
校
体
育

館
で
、
午
前
九
時
か
ら
行
い
ま
す

の
で
｝

☆
日
時

　
　
　
　
　
午
前
九
時

☆
場
所
　
田
沢
中
学
校
体
育
館散

　
行
政
管
理
庁
が
行
っ
て
い
る
行

政
相
談
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
苦
情
等
の
申
出
に
応
じ
、
皆
さ

ん
と
役
所
の
間
に
た
っ
て
中
立
、

公
平
な
立
場
か
ら
解
決
を
図
る
と

と
も
に
、
そ
の
結
果
を
十
分
検
討

し
て
行
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
行
政
管
理
庁
で
は
、
昭

和
五
十
二
年
か
ら
毎
年
度
「
行
政

相
談
週
間
」
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
本
年
度
は
、
来
る
十
月
十

一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
一
週
間

を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
全

国
一
斉
に
各
種
の
行
事
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

中
里
村
で
は
、
十
月
十
五
日
困

午
前
十
時
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
行
政
相
談
所
を
開
設

し
、
行
政
相
談
員
山
田
正
平
さ
ん

が
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
問
題

は
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
こ
の
機
会

に
【
、
行
政
相
談
」
を
ご
利
用
下
さ

い
。
ま
た
行
政
相
談
員
が
自
宅
で

も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。
尚
、
当
日
は

心
配
ご
と
相
談
、
老
人
福
祉
相
談

も
合
同
で
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
る
こ
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
始

　
十
日
、
　
　
　
　
・
で
は
「
救

急
病
院
、
休
日
当
番
医
が
わ
か
ら

な
い
。
水
道
や
動
物
死
体
処
理
あ

る
い
は
年
金
な
ど
に
つ
い
て
、
ど

こ
へ
問
い
合
せ
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
で
お
困

り
の
方
の
た
め
に
、
・
一
〇
四
・

で
、
救
急
医
療
機
関
や
担
当
公
共

機
関
の
電
話
番
号
を
九
月
二
十
一

日
か
ら
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

昭
鯉
讐
樗
難
達

新
薙
繋
登
φ
健
康

　
　
影
魯
お
知
ら
せ

　
昭
和
五
十
七
年
度
入
学
児
童
の

健
康
診
断
を
左
記
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

対
象
者
　
昭
和
五
十
年
四
月
二
日

　
　
　
　
～
五
十
一
年
四
月
一
日

　
　
　
　
生

☆
田
沢
小
学
校
区

　
十
月
二
十
八
日
　
午
前
十
二
時

　
半
～
午
後
一
時
受
付

☆
高
道
山
小
学
校
区

　
十
月
十
九
日
　
午
前
十
二
時
半

　
～
一
時
受
付

☆
清
津
峡
小
学
校
区

　
十
月
十
九
日
　
午
後
一
時
半
～

　
二
時
皿
又
付

☆
倉
俣
小
学
校
区

　
十
月
二
十
日
　
午
前
十
二
時
半

　
～
一
時
受
付

☆
貝
野
小
学
校
区

　
十
月
二
十
日
　
午
後
一
時
～
一

　
時
半
ま
で

※
な
お
、
健
診
二
～
三
日
前
ま
で

　
に
通
知
の
い
か
な
い
方
は
、
教

　
育
委
員
会
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

危　
　
誌
糠
φ
蓬
懲
ぞ

☆
試
験
の
種
類

　
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

☆
試
験
期
日

　
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
十
五
日

　
則
午
前
九
時
半
か
ら
丙
種
は
十

　
一
時
、
乙
種
は
十
一
時
半
ま
で

☆
試
験
場
所

　
新
潟
市
、
長
岡
市
、
小
千
谷
市

　
他
。
受
験
会
場
は
、
受
験
願
書

　
受
付
け
後
、
本
人
に
受
験
票
で

　
通
知
す
る
。

☆
皿
又
験
手
数
料

　
乙
種
二
千
円
、
丙
種
千
六
百
円

☆
願
書
の
受
付
期
間

　
昭
和
五
十
六
年
十
月
十
五
日
困

　
か
ら
十
月
二
十
四
日
出
ま
で

☆
願
書
の
提
出
先

　
⑰
鮒
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町

　
　
　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災

　
　
　
課
危
険
物
係
あ
て

分
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　あなたの職場に退職金制度を

　　中小企業退職金共済制度

　すぐれた従業員の確保には、退

職金制度は欠かぜません。

　中小企業においても、国の援助

で魅力ある退職金が支給できるよ

うに、「中小企業退職金共済制度」

が設けられています。

　中小企業の事業主の方々がこの

制度を利用して、内容の充実した

退職金制度を確立されるようおす

すめします。

☆中小企業退職金制度の種類

　（1トー般退職金共済制度

　（2）特定業種退職金共済制度

☆制度の特色

　（1）国の制度で、退職金額に国庫

　　補助がつき、安全、確実で手

　　続きは簡単です。

　（2）掛金は全額免税です。

　（3）従業員のための福利厚生施設

　　を設置する場合の資金が低利

　　で受け．られます。

　詳しくは県労政課まで。

　　　　曾　0252－23－5511
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淳
　
　
（
廣
田
　
政
夫
）
高
道
山

章
　
子
（
富
井
　
繁
雄
）
市
之
越

修
（
渡
邊
修
吾
）
高
道
山

ま
り
こ
（
山
本
　
信
宏
）
桂

＊
高
　
砂
＊

｛阿
部
昭
夫
2
6
新
屋
敷

高
橋
　
悦
子
　
23
　
十
日
町
市

｛河
田
　
尚
喜
　
26
　
津
南
町

　
羽
鳥
久
美
子
2

6
田
中

＊
昇
　
天
＊

太
島
　
ラ
ク
　
　
88
　
　
芋
　
沢

鈴
木
寛
一
　
6
9
　
重
地

渡
邊
宗
一
郎
　
　
55
　
　
高
道
山

編
集
後
記

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
を

迎
え
一
段
と
す
ご
し
や
す
く
な
り
、

き
の
こ
採
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行

く
の
に
絶
好
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
　
家
族
そ
ろ
っ
て
の
山
あ
そ
び
は

と
て
も
楽
し
く
良
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
す
ん
だ
空
気
を
胸
い
っ
ぱ

い
に
吸
い
込
ん
で
い
る
そ
ば
で
、

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
ア
キ
罐
を
ポ

イ
と
拾
て
る
人
が
い
ま
す
が
、
は

た
で
見
て
い
て
と
て
も
不
愉
快
で

す
。
ア
キ
罐
は
重
く
あ
り
ま
せ
ん
。

持
ち
帰
る
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
・
つ
。
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国
営
苗
場
山
麓
総
合
農
地
開
発
事
業
の
一

環
と
し
て
、
苗
場
山
の
ふ
も
と
小
松
原
地
区

に
、
大
型
農
業
を
目
指
し
約
一
〇
七
ヘ
ク
タ

ー
ル
〈
中
里
分
六
七
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
津

南
分
三
九
・
九
ヘ
ク
タ
：
ル
（
附
帯
地
含
む
）
〉

の
農
地
の
開
拓
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
は
標
高
約
一
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル

地
帯
に
あ
た
り
、
県
下
初
の
高
冷
地
野
菜
産

地
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
そ
菜
団
地
を
実
際
に
耕
し

て
い
る
人
を
通
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

期待される小松原そ茱団地

ダ
イ
コ
ン
の

　
　
　
　
収
穫
ま
で

　
「
若
者
に
夢
を
も
た
せ
活
力
の

あ
る
村
に
し
た
い
」
と
昭
和
四
十

九
年
の
秋
小
松
原
台
地
に
立
ち
希

望
に
燃
え
て
い
た
人
た
ち
が
い
た
。

小
松
原
活
用
協
議
会
長
鈴
木
重
雄

さ
ん
を
は
じ
め
三
十
一
名
の
受
益

者
た
ち
で
し
た
。

　
昭
和
四
十
九
年
に
増
反
者
の
希

望
を
取
．
っ
て
か
ら
四
年
目
の
昭
和

五
十
三
年
か
ら
開
拓
が
始
ま
り
ま

し
た
。
昭
和
五
十
六
年
十
月
現
在

約
十
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
完

成
し
、
全
体
の
三
十
九
・
ニ
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
完
成
す
る
の
は
、
昭
和

六
十
年
こ
ろ
の
予
定
で
す
。

　
今
年
一
区
画
約
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
整
備
さ
れ
た
農
地
二
・
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
待
望
の
作
付
け
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
豪
雪
の
影
響
で
雪
解
け
が
遅
く

畑
の
水
が
引
か
ず
、
と
て
も
大
変

で
し
た
。
赤
土
の
ど
ろ
ど
ろ
し
た

畑
を
、
新
規
導
入
し
た
深
耕
用
ト

ノ
ク
タ
ー
で
耕
し
ま
し
た
が
、
親

　
一
大
の
土
の
か
た
ま
り
に
し
か
な

危
ず
、
こ
の
土
地
に
ダ
イ
コ
ン
や

キ
ャ
ベ
ツ
を
植
え
て
無
事
育
っ
て

く
れ
る
の
か
と
、
関
係
者
の
だ
れ

も
が
心
配
を
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
六
十
日
後
、
受
益

者
た
ち
の
心
配
を
よ
そ
に
、
ダ
イ

コ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
見
事
に
生
育

し
、
市
場
の
高
い
評
価
を
得
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　
永
い
年
月
の
か
か
る
こ
の
開
拓

は
、
約
四
十
七
年
か
ら
実
施
し
た

試
験
畑
の
実
績
と
若
い
農
業
青
年

の
開
拓
に
か
け
る
情
熱
に
支
え
ら

れ
て
希
望
を
失
な
わ
ず
に
す
す
め

ら
れ
て
来
ま
し
た
。

　
み
る
み
る
う
ち
に
、
キ
ャ
ベ
ツ

を
山
の
よ
う
に
積
み
重
ね
て
い
く

姿
に
こ
の
事
業
に
か
け
る
、
受
益

者
の
力
強
い
意
気
ご
み
を
感
じ
ま

し
た
。産
地
化
を

　
　
め
ざ
し
て
．
．
．

　
当
面
は
、
野
菜
生
産
の
実
績
を

上
げ
る
こ
ど
が
第
一
な
の
で
、
こ

の
二
～
三
年
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ダ

イ
コ
ン
を
主
流
に
作
付
を
し
な
が

ら
土
地
を
肥
し
、
レ
タ
ス
、
人
参

な
ど
と
組
み
合
せ
た
野
菜
作
り
を

す
る
計
画
で
す
。

　
そ
し
て
、
当
初
の
目
標
の
よ
う

に
あ
と
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
国

有
林
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
小
松

原
が
倉
俣
地
区
だ
け
で
は
な
く
、

村
全
体
の
そ
菜
団
地
に
な
る
の
を

夢
と
し
て
い
ま
す
。

　
＝
　
＝
　
＝
　
＝
　
＝
　
＝

中
里
農
協
か
ら

　
小
松
原
は
県
内
で
た
だ
一
ヵ
所

の
高
冷
畑
地
帯
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ

る
面
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
利
用
期
間
が
非
常
に
短
い

た
め
、
こ
の
期
間
を
い
か
に
有
効

に
利
用
し
て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら

の
課
題
で
す
。

　
関
係
農
家
は
、
広
範
囲
に
土
地

を
所
有
し
て
い
る
の
で
、
労
働
力

の
か
か
る
高
級
野
菜
の
導
入
は
無

理
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
高
冷
地
と
い
う
気
象
条
件
を
生

か
し
、
日
本
人
な
ら
誰
も
が
食
べ

る
平
凡
な
野
菜
を
、
低
価
格
に
耐

え
ら
れ
る
よ
う
な
拡
大
生
産
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
価
格
安
定
制
度
、
集
出
荷
場
に

つ
い
て
は
緊
急
に
、
関
係
者
と
協

議
の
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
今
後

きざんで食べるとおいしいよ

約⑳h8の大中田

面
積
が
拡
大
さ
れ
る
な
ら
ば
、
市

場
、
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

〈
土
づ
く
り
V

　
小
松
原
の
み
な
ら
ず
中
里
村
の

現
状
は
、
土
壌
泣
か
せ
の
奪
略
農

業
で
す
。
特
に
最
近
は
兼
業
農
家

の
増
え
る
な
か
で
、
金
肥
依
存
や

農
薬
の
多
用
等
で
、
土
壌
の
汚
染

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
解
決

し
て
い
く
に
は
、
有
機
質
の
多
施

用
以
外
に
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
関
係
機
関
と
協
議
し
、
畜
産

農
家
と
の
契
約
、
ま
た
、
農
業
副

産
物
の
加
工
処
理
場
等
を
村
内
に

施
設
し
、
有
機
質
肥
料
、
土
壌
改

良
剤
の
供
給
を
行
い
、
村
内
全
体

の
土
作
り
を
緊
急
に
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す

　
と
り
あ
え
ず
小
松
原
に
つ
い
て

は
、
普
及
所
の
協
力
を
得
な
が
ら

他
の
畜
産
農
家
か
ら
必
要
量
を
確

保
い
た
し
ま
す
。
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一
〇の轡癖

小松原そ菜団地苗場山麓

作
付
け
計
画

　
今
年
小
松
原
で
は
、
ダ
イ
コ
ン

一
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
キ
ャ
ベ
ツ

一
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
レ
タ
ス
〇

ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
三
品
目
を
栽

培
し
ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た
ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャ

ベ
ツ
は
、
市
場
で
不
足
し
て
い
る

こ
と
も
手
伝
っ
て
比
較
的
高
い
値

で
取
り
引
き
さ
れ
好
評
を
得
ま
し

た
。
　
レ
タ
ス
は
土
地
が
肥
え
て
い
な

く
、
作
柄
は
お
も
わ
し
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
二
～
三
年
間
土

作
り
を
し
て
行
け
ば
良
い
も
の
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
作
付
け
や
今
ま
で
の
試

験
畑
の
結
果
を
も
と
に
当
面
は
、

ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
中
心
と

し
た
作
付
け
と
し
、
レ
タ
ス
、
人

参
に
つ
い
て
は
土
作
り
が
す
す
ん

で
か
ら
、
ダ
イ
コ
ン
等
と
組
み
合

わ
せ
た
形
で
栽
培
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

　
時
期
遅
く
れ
に
出
荷
で
き
る
花

卉
の
導
入
を
、
生
産
者
の
労
働
力

と
考
え
合
わ
せ
て
す
す
め
て
い
き

た
い
。

　
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
苗
を
地
元
で
育

て
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、
今

後
ど
の
よ
う
な
形
で
育
苗
を
進
め

て
い
く
か
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
消
毒
用
の
水
に
も
不
足

を
し
て
い
る
状
態
な
の
で
、
山
奥

か
ら
水
を
引
く
計
画
を
す
す
め
て

い
き
た
い
。

　
六
月
の
中
旬
か
ら
十
月
の
中
旬

ま
で
と
、
栽
培
期
間
が
非
常
に
短

い
た
め
、
栽
培
さ
れ
る
作
物
も
限

定
さ
れ
る
状
態
で
す
。
ま
た
、
今

　私は、高校卒業後巻町にある農業教育センタ

ーで一年間勉強をし、その後津南の高冷地セン

ターで6カ月間研修を受けました。その中で農

業の難しさと辛さを教えられ・果して自分は小

松原に上がってやってし判ナるのかと迷いました。

　そんな私に開拓にあがる勇気を与えてくれた

のは、同じ農業を志す諸先輩の暖かい指導と3

年間の野菜栽培での自信でした。

　小松原は標高1，000mの高冷地ですので、今

までの農業とは全く違った新しい農業ができる

と思うと、構想も次から次へと浮んできます。

　最初はうまくいくことも少ないでしょうが、

希望を失わずにこの開拓に全力をぶつけたい。

の
と
こ
ろ
年
に
一
作
し
か
で
き
な

い
状
況
な
の
で
、
ダ
イ
コ
ン
に
つ

い
て
は
、
今
後
品
種
の
選
定
な
ど

に
よ
り
、
年
二
回
作
付
け
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
中
里
農
協
生
産
課
）

中

大
型
機
械
導
入

小松原に
　夢をいだいて

　　下山
鈴木吉孝

　
農
地
開
発
が
す
す
み
、
一
区
画

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
畑
で
、
野

菜
を
計
画
的
に
生
産
す
る
た
め
に

は
、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
や
野
菜
集

出
荷
場
等
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
計
画
的
に

実
施
に
移
す
た
め
に
、
特
定
地
区

農業

構
造
改
善
事
業
を
取
り
入
れ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
利
用
し
て
、
小
松

原
地
区
に
八
十
馬
力
の
大
型
ト
ラ

ク
タ
ー
を
導
入
し
た
り
、
倉
俣
地

区
に
野
菜
集
出
荷
場
と
加
工
ト
マ

ト
集
出
荷
場
を
建
設
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
五
十
七
年
以
降
に
も
、

小
松
原
地
区
に
野
菜
集
出
荷
場
と

五
つ
の
生
産
組
合
に
三
十
馬
力
の

ト
ラ
ク
タ
ー
を
導
入
す
る
予
定
。

〈
生
産
組
合
紹
介
V

第
一
生
産
組
合
　
芋
　
川
　
六
名

第
二
生
産
組
合
原
　
町
　
五
名

箋
二
生
産
組
合
｛
婆
薦

第
四
生
産
組
合
｛
議
観

第
五
生
産
組
合
｛
獣
謂

　
　
　
　
　
〈
合
計
　
三
十
二
各
〉

＊
…
…
…役
場
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●
　
：
＊

　
標
高
一
、
○
○
○
メ
ー
ト
ル
近

い
農
用
地
は
県
下
で
も
珍
し
く
、

工
事
施
工
に
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

　
今
年
作
付
け
ら
れ
た
大
根
や
キ

ャ
ベ
ツ
は
、
標
高
の
低
い
所
で
と

ここに集められて出荷します

みごとに生育したキャベツ

れ
た
も
の
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
良
質
の
も
の
が
と
れ
、
関
係

者
一
同
を
喜
ば
せ
て
お
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
中
里
村
は
当
初
小
松

原
国
有
林
の
払
い
下
げ
を
二
五
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
を
申
請
し
ま
し

た
が
、
国
で
は
一
度
に
一
〇
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
の
払
い
下
げ
を
し

た
例
が
な
い
と
の
理
由
で
、
ま
ず

一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
払
い
下
げ

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
将
来
的
に
は
、
あ
と
一

五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
払
い
下

げ
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
ま
ず
、
現
在
工
事
中

の
農
用
地
開
発
を
立
派
に
仕
上
げ

営
農
成
績
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。

　
村
が
国
有
林
の
払
い
下
げ
を
申

請
す
る
場
合
は
、
こ
れ
を
受
け
る

農
家
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
村
と
農
協
と
農
家

の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
、
農

用
地
開
発
と
経
営
規
模
拡
大
に
努

力
し
た
い
も
の
で
す
。
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ち
銘
臓
臓
飢
凪
鉱
臓
風
翫
銘
砿
弧
臓
艶
凡
鍬
諸

お
務
難
生
欝
難
麟
離
繍
禽
轍

　
　
総
冬
民
老
保
衛
津
農
農
農
新
林
森
新
商
商
観
土
道
道
雪
消
十
教
倉
災
農
土

火事を出さないように

　
　
　
ひ

　
　
　
鮪

　
　
積
乞

　
　
面
n

　
　
統

　
　
一

　
　
地

　
　
土

　
　
　
　
σ

　
　
　
ゐ

　
　
　
4

　
　
　
　

ゆ

価
團
團
圏
国

70

般一

　　　農林水産業費
　　　　457，964千円

　　　　　21．9％

教育費
413，376千円

　　　19．8％

総務費
356，702千円

　　　17．0％

土木費
285，586千円

　　13．7％
　　　　民生費
　　　206，130
　　　　千円
　　　9．8％

公債費118，006千円5．6％

衛生費120，971千円5．8％

歳出
2，092，730

消防費52，620千円2．5％

会計

地方交付税

　916，223千円

　　　43．7％

歳出
29096，895

そ
の
他

教
員
住
宅

保
育
所

公
営
住
宅

小
学
校

中
学
校

山
　
林

県支出金
285，505千円

　　13．6％
村税

　　174，061千円
　　　　8．3％

なかなか入らないなあ一

村債の状況（千円）

　繰入金162，500千円7．8％

村債140，800千円6．7％

国庫支出金132，828千円6．3％

　
　
産
業
基
盤
の
整
備
と
福
祉
の
充
実

▽
…
：
村
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
入
っ
て
き
て
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
・

▽
…
ま
れ
た
か
を
お
知
ら
せ
す
る
「
財
政
事
情
の
公
表
」
を
し
ま
す
。
・

▽
．
．
．
・
。
．
前
年
度
の
決
算
額
ど
比
較
し
て
二
二
．
四
％
増
と
癒
り
、
農
・

▽
…
と
業
基
盤
整
備
霧
甲
村
道
、
林
道
の
整
備
等
に
積
極
的
な
投
・

▽
…
…
資
を
し
、
児
童
、
老
人
の
福
祉
と
、
道
路
除
雪
を
は
じ
め
住
・

▽
…
…
民
の
生
活
安
定
に
つ
と
め
ま
し
た
。
．
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…

△△△△△△

諸収入93，797千円4．5％

民生費　10豊，646

　　災害復旧費　30，677

　　　　その他22，850
　　　　総務費　19，395

ど

56．10．10

その他191，181千円9．1％

その他8Q，775千円3・9％

基金
財政調整基金135，500千円

教育施設基金228，000千円

土地開発基金170，000千円

一
　
　
　
　
　
円
円
円
円
円

額
　
　
　
　
0
6
4
6
0

0
81
0
1

担
　
　
　
聞
P
隠
揺
6

負
　
　
　
　
”
4
“
”
●

り
当
　
　
　
税
撹
税
税
他

人
　
　
　
産
酸
ス

柵
霧
鶴
初

一世帯当り負担額

、鱈

村　　民　　税……37，324円

固定資産税……47，906円
村たばこ消費税……12，143円

電気ガス税……5，555円
そ　　の　　他……2，606円

村税の状況（千円）

　その他4，300

　　電気税　9，165

　　　　　たばこ消費税20，027

1
遷
℃
1

声
、
ζも

、

・
二
吻

（千円）

出

簡易水道
倉俣診療所

農業共済
国民健康保険　i

o

覇
　
”
一
．
ノ

　
　
■
●

　
　
O

　
●
　
　
●
一

　
　
　

　
　
ロ

（千円）

入

農林水産業費

難難購麟嚢難嚢嚢嚢灘嚢灘嚢灘灘

Oo．

■響響■　　　剣』、

7・嫉幾．藤」蟹L
拶　　　珍

農業振興、畜産、苗場山

麓開発、林業水産、国調

　　教育費

：轟一
小学校・中学校社会教育

保健体育、学校給食

量
欝

務
　
　
　
雪
、

噌
編
轍

　土木費

糞
　　　　　　　P　　　　　　　ー

　　　い　　　遡
道路、橋梁、除雪、河川

住宅

　　民生費

・撫一
老人、児童福祉、生活保

護、保育所、国民年金

　　商工費

、齢　　　　　3，108円
　　　　一
商工業振興、観光、消費

者行政、工場誘致

衛生費

総一
保健衛生、公害対策、公

園管理、環境衛生、清掃費

　　消防費

　　　　遡

消防、防災、水防、広域

事務組合
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わ
が
中
里
村
は
農
業
中
心
の
村

で
あ
り
、
農
業
の
振
興
と
地
域
社

会
の
発
展
は
切
り
離
せ
な
い
問
題

で
す
。

　
昭
和
三
十
年
に
は
、
九
千
八
百

六
十
三
人
あ
っ
た
人
口
が
、
昭
和

五
十
五
年
に
は
、
七
千
五
十
七
人

と
減
少
し
、
年
々
過
疎
化
姻
蓮
ん

で
い
る
状
況
で
す
。

　
今
年
は
、
農
業
基
本
法
が
制
定

さ
れ
て
二
十
年
目
に
あ
た
り
、
高

度
成
長
時
代
に
お
こ
っ
た
多
く
の

問
題
を
か
か
え
る
日
本
農
業
に
と

っ
て
大
き
な
転
換
期
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
農
業
を
め
ぐ
る
環
境
が
い
か
に

厳
し
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
私
た

ち
は
中
里
村
に
住
み
、
中
里
村
に

生
き
て
い
く
も
の
と
し
て
、
自
ら

農
業
問
題
を
解
決
し
て
行
く
ほ
か

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
過
去
二
回
農
業
問
題
研
修
会

が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
多
く
の
問

題
が
提
起
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
第
三
回
農
業
問
題
研
修
会

が
去
る
九
月
二
日
、
清
津
峡
温
泉

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
後
継
者
の
会
や
、
生
産
組

合
な
ど
か
ら
の
参
加
者
は
、
そ
れ

ぞ
れ
五
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て

討
議
を
す
す
め
ま
し
た
。

　
第
一
分
科
会
　
土
づ
く
り

　
第
二
　
〃
　
　
く
ら
し
の
合
理

　
　
　
　
　
　
　
化

　
第
三
　
〃
　
　
兼
業
農
家
の
進

　
　
　
　
　
　
　
む
方
向

　
第
四
　
〃
　
　
農
家
の
後
継
者

　
　
　
　
　
　
　
対
策

　
第
五
　
〃
　
　
転
作

　
今
回
は
策
三
分
科
会
と
第
四
分

科
会
で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
を
、

最
後
の
全
体
会
の
中
で
発
表
さ
れ

た
も
の
か
ら
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
第
三
分
科
会

　
中
里
村
で
は
、
兼
業
農
家
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
今
日
の
農
業
諸
情
勢
の
厳
し
い

中
で
、
兼
業
農
家
が
い
か
に
進
む

べ
き
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
種
々
様
々
な
問
題
の
中
か
ら
、

特
に
農
作
業
受
委
託
、
農
地
の
流

動
化
、
出
稼
解
消
の
三
点
に
つ
い

て
検
討
が
な
さ
れ
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
中
里
村
農
業
の
方
向
づ
け
を
す

　
る
た
め
に
、
専
門
委
員
会
を
設
．

　
置
し
、
十
分
な
研
究
を
必
要
と

　
す
る
。

二
、
農
業
と
工
業
の
調
和
の
と
れ
た

　
村
作
り
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

　
た
め
に
は
道
路
整
備
、
除
雪
体

　
制
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
。

三
、
冬
期
間
悩
ま
さ
れ
て
い
る
雪
を

　
逆
に
利
用
し
た
出
稼
ぎ
解
消
法

　
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

四
、
農
業
意
欲
の
あ
る
者
に
は
、
あ

　
ら
ゆ
る
面
で
、
十
分
な
援
助
を

　
願
い
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
意
見
が
ま
と
め
ら

れ
る
中
で
、
特
に
農
業
問
題
に
つ

い
て
考
え
る
委
員
会
等
の
設
置
が

必
要
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
分
科
会

　
農
家
の
後
継
者
問
題
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
問
題
が
提
起
さ
れ
ま

し
た
。

　
一
、
生
産
基
盤
の
確
立

　
一
一
、
就
業
施
設
の
増
加

　
三
、
農
家
経
営
の
勉
強
の
場

　
四
、
生
活
環
境
の
改
善

　
五
、
嫁
の
問
題

　
六
、
仲
間
づ
く
り

　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し

合
い
が
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
対

策
が
結
果
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。一
、
安
心
し
て
農
業
に
い
そ
し
め
る

　
環
境
を
作
る
こ
と
。

二
、
地
域
全
体
の
発
展
を
図
る
方
針

　
が
示
さ
な
け
れ
ば
、
若
者
は
つ

　
い
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

三
、
青
年
が
自
由
に
利
用
で
き
る
施

　
設
を
作
り
、
仲
間
づ
く
り
を
進

　
め
る
場
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

四
、
工
場
誘
致
な
ど
に
よ
り
、
就
業

　
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
。

　
若
者
を
村
に
定
着
さ
せ
る
に
は

仲
間
づ
く
り
が
大
切
で
あ
り
、
そ

の
中
で
仲
間
と
協
力
し
合
い
な
が

ら
一
つ
の
も
の
を
完
成
さ
せ
て
い

く
、
協
調
性
の
あ
る
人
づ
く
り
を

し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

皆でカを合わせて村づくり’をやろう

出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
方
へ

「
「
由
保
等
の
手
続
き
方
法
」

㈱
ほ
持
ち
ま
し
た
か

　
冬
期
間
出
稼
ぎ
さ
れ
、
出
稼
ぎ

先
で
他
の
保
険
に
入
ら
な
い
人
は

㊨
保
険
証
（
特
別
被
保
険
者
証
）

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
行
き
先
等

を
メ
モ
し
印
鑑
と
家
の
保
険
証
を

も
っ
て
国
保
の
窓
ロ
ヘ
手
続
き
に

お
い
で
下
さ
い
。

社
会
保
険
に
加
入
さ
れ

た
ら
す
ぐ
届
け
出
を

　
職
場
の
保
険
に
加
入
し
た
ら
す

ぐ
役
場
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
て
か
ら
届
け
出

る
方
も
時
々
見
受
け
ら
れ
ま
す
が

届
け
出
が
遅
く
な
る
と
、
保
険
税

や
医
療
費
の
こ
と
で
皆
さ
ん
自
身

大
変
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
家
族
の
方
に
保
険
証
か
、
保
険

に
加
入
し
た
こ
と
の
証
明
書
を
送

っ
て
、
役
場
に
届
け
出
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
願
い

　
出
稼
ぎ
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
出
稼

ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
ま
し

た
ら
、
次
の
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
会
社
の
労
務
担
当
者
に
、
役
場

　
か
ら
持
っ
て
い
っ
た
「
厚
生
年

　
金
加
入
期
間
証
明
書
」
と
「
年

　
金
手
帳
」
を
提
出
し
、
取
得
年

　
月
日
を
記
入
し
て
も
ら
っ
て
く

　
だ
さ
い
。

二
、
記
入
し
て
も
ら
っ
た
「
年
金
手

帳
」
　
「
厚
生
年
金
加
入
期
間
証

明
書
」
い
ず
れ
か
を
役
場
に
持

参
し
て
国
民
年
金
喪
失
届
け
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

出
稼
ぎ
係
か
ら

☆
短
期
雇
用
特
例
一
時
金
の
受
給

　
に
つ
い
て

　
特
例
一
時
金
は
、
短
期
雇
用
特

例
被
保
険
者
（
出
稼
者
等
）
が
、

離
職
日
以
前
一
年
間
に
、
勤
務
し

た
日
が
十
一
日
以
上
あ
る
月
を
一

カ
月
と
し
、
そ
れ
が
六
カ
月
以
上

あ
る
人
が
受
給
さ
れ
ま
す
。

　
受
給
を
さ
れ
る
た
め
に
は
、
出

稼
に
出
ら
れ
る
前
に
、
社
会
課
で

出
稼
労
働
者
手
帳
に
証
明
を
受
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
出
稼
労
働
者
援
護
事
業
に
つ
い

　
て
　
村
で
は
補
助
を
受
け
て
出
稼
者

援
護
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

出
稼
先
の
住
所
を
社
会
課
に
届
出

て
行
か
な
い
た
め
に
十
分
効
果
が

達
成
さ
れ
て
い
な
い
面
も
あ
り
ま

す
。
出
稼
に
出
る
時
は
、
必
ず
社

会
課
に
お
寄
り
下
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
の
届
け
を
さ
れ
た
方
に

は
、
地
方
新
聞
、
指
導
資
料
等
を

送
付
す
る
予
定
で
す
。
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＊
…
…
赤
い
羽
根
「
共
同
募
金
」

毎
年
十
月
に
な
る
と
、
赤
い
羽

根
の
共
同
募
金
が
始
ま
り
ま
す
。

例
年
の
こ
と
で
み
な
さ
ん
大
変
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
が
ご
協
力
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
共
同
募
金
は
民
間
に
よ
っ
て
営

ま
れ
る
社
会
福
祉
事
業
に
必
要
な

資
金
を
集
め
る
た
め
の
募
金
で
す
。

　
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
は
、
現
在

全
国
一
万
八
千
に
お
よ
ぷ
民
間
福

祉
施
設
や
団
体
を
対
象
に
、
広
く

配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
近
く
に
も
津
南

の
恵
福
園
、
十
日
町
の
妻
有
荘
、
堀

之
内
の
六
花
園
き
小
出
の
魚
沼
学

園
と
数
多
く
こ
う
し
た
施
設
が
あ

り
、
近
く
川
西
の
『
な
か
ま
の
家
」

も
業
務
が
開
始
さ
れ
ま
す
ρ

　
そ
う
し
た
施
設
に
入
所
し
で
い

る
恵
ま
れ
な
い
人
達
に
〃
愛
〃
の

手
を
、
と
い
う
の
が
共
同
募
金
の

目
的
で
す
。
わ
た
し
た
ち
中
里
村

か
ら
も
こ
れ
ら
の
施
設
で
何
人
か

の
人
た
ち
が
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
暖
か
い
援
助
を
お
ま

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
中
里
村
の
昭
和
五
土
ハ
年
度
の

募金目

標
額
は

　
一
般
募
金
　
八
十
二
万
七
千
円

　
　
　
（
一
世
帯
当
り
）
五
百
円

　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
　
　
　
　
　
三
十
二
万
円

　
合
計
百
十
四
万
七
千
円
で
す
。

　
こ
と
し
は
一
世
帯
五
百
円
を
目

安
と
し
、
ほ
か
に
大
口
募
金
と
し

て
法
人
の
み
な
さ
ま
に
格
別
の
ご

援
助
を
お
願
い
す
る
予
定
で
お
り

ま
す
。

　
募
金
の
方
法
は
、
一
般
募
金
は

各
嘱
託
員
を
通
じ
て
、
募
金
袋
を

配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

　
大
口
募
金
は
、
民
生
委
員
の
方

々
が
そ
れ
ぞ
れ
お
伺
い
し
て
お
ね

が
い
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
　
目
標
達
成
に
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

た
ば
こ
消
費
税

に
つ
い
て

　
目
ご
ろ
み
な
さ
ん
の
お
買
い
求

め
に
な
る
た
ば
こ
か
ら
、
年
々
多

額
の
た
ば
こ
消
費
税
が
、
専
売
公

社
を
通
じ
て
村
に
納
入
さ
れ
ま
す
p

　
五
十
五
年
度
で
は
、
二
千
二
万

六
千
円
、
五
士
ハ
年
度
で
二
千
二

百
万
円
・
（
見
込
み
）
と
、
村
財
政

の
発
展
に
大
き
く
役
立
っ
て
お
り

ま
す
。た
ば
こ
は
村
内
で

　
買
い
ま
し
ょ
う

　
こ
の
た
ば
こ
消
費
税
は
、
専
売

公
社
か
ら
村
内
の
た
ば
こ
小
売
店

に
月
々
売
渡
さ
れ
た
た
ば
こ
の
本

数
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
二
〇
本
入
り
の
た

ば
こ
一
個
（
銘
柄
、
価
格
に
は
関

係
な
く
）
に
つ
き
、
二
九
円
五
〇

銭
が
村
の
税
収
と
な
り
、
一
般
財

源
と
し
て
、
道
路
や
校
舎
建
設
事

業
等
々
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
ご
旅
行
や
出
稼
ぎ
の
際
に
は
忘

れ
ず
に
、
村
内
で
、
た
ば
こ
を
お

買
い
求
め
の
う
え
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

中
里
テ
レ
ビ

　
　
放
送
局
設
置

中
里
村
の
中
央
地
区
及
び
中
里

村
寄
り
の
津
南
町
の
一
部
は
、
そ
・

れ
ぞ
れ
信
濃
川
左
岸
の
鹿
渡
り
側

の
段
丘
と
清
津
川
左
岸
の
倉
俣
大

原
の
段
丘
に
よ
っ
て
電
波
が
は
ば

ま
れ
、
テ
レ
ビ
の
難
視
聴
地
域
で

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
春
以
来
、
当
村
と
津
南

町
は
、
N
H
K
と
民
放
三
局
に
善

処
を
陳
情
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
N
H
K
と
民
放
に
よ
る
電
・

波
の
調
整
に
よ
り
実
情
の
把
握
が

行
わ
れ
、
こ
の
ほ
ど
回
答
が
あ
ゆ

ま
し
た
。

　
回
答
に
よ
り
ま
す
と
、
早
け
れ

ば
今
秋
中
に
、
遅
く
と
も
来
年
三

月
迄
に
は
、
鹿
渡
発
電
所
の
上
部

に
テ
レ
ビ
受
送
信
局
を
設
置
（
仮

称
中
里
テ
レ
ビ
放
送
局
）
し
、
難

視
聴
の
解
消
を
図
り
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

　
こ
の
放
送
局
が
設
置
さ
れ
ま
す

と
、
今
ま
で
の
よ
う
な
大
型
ア
ン

テ
ナ
が
不
用
に
な
る
上
、
U
H
F

（
極
超
短
波
）
に
な
り
、
鮮
明
な

画
像
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
開
局
前
に

周
知
す
る
手
は
ず
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

〈
村
の
歴
史
V

明
暦
四
年
掟

五
人
組
に
つ
い
て

　
村
史
専
門
委
員
松
永
靖
夫

　
江
戸
時
代
の
初
め
、
寛
永
元
（

一
六
二
四
）
年
か
ら
延
宝
九
（
一

六
八
一
）
年
ま
で
、
魚
沼
郡
は
頚

城
全
部
お
よ
ぴ
三
島
刈
羽
両
郡
の

半
分
と
と
も
に
、
松
平
光
長
支
配

の
高
田
藩
領
で
あ
っ
た
・
越
後
の

南
半
分
の
農
村
支
配
機
構
は
こ
の

時
代
に
完
成
し
た
。
こ
の
史
料
は

標
題
に
『
掟
五
人
組
倉
俣
郷
之
内

上
山
村
分
」
と
あ
り
、
一
仕
置
等

任
先
規
之
旨
尤
可
守
其
制
法
事
（

仕
置
等
先
規
の
旨
に
ま
か
せ
、
も

っ
と
も
其
制
法
を
守
る
べ
き
事
）

か
ら
始
ま
り
全
部
で
一
七
条
か
ら

な
り
、
明
暦
四
（
一
六
五
八
）
年

三
月
三
日
郡
奉
行
小
柳
金
右
衛
門

の
名
で
出
さ
れ
た
。

　
高
田
藩
は
寛
永
九
（
一
六
三
二
）

年
に
も
農
村
に
対
し
て
『
定
」
を

触
れ
た
が
、
　
「
定
」
は
代
官
や
下

代
官
大
肝
煎
庄
屋
が
そ
の
権
力
で

農
民
に
不
正
を
し
な
い
よ
う
に
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
明
暦
四
年
の

掟
は
、
農
民
の
守
る
べ
き
内
容
を

細
か
に
定
め
て
あ
る
。
幕
民
統
制

の
た
め
に
、
五
人
組
制
度
を
設
サ

．
た
が
、
越
後
で
は
そ
の
開
燈
が
．
駐

つ
か
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
確
漸
こ

の
法
令
は
、
五
人
組
に
関
寧
答
も

の
で
、
明
暦
四
年
に
は
、
一
ず
認
紅

五
人
組
制
度
が
存
在
し
套
叢
“

わ
か
る
。
七
条
目
に
、
一
界
女
催

限
ら
ず
無
理
に
他
国
他
領
へ
遺
し

申
間
じ
く
候
事
と
あ
り
、
さ
ら
に

江
戸
の
高
田
藩
邸
へ
奉
公
に
出
た

も
の
が
、
年
季
が
あ
け
た
後
、
江

戸
の
町
に
残
っ
た
り
他
藩
邸
へ
奉

公
に
行
く
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。

当
時
は
、
高
田
藩
で
も
他
藩
同
様

奉
公
人
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
交
通
や
商
業

の
発
達
に
よ
り
、
農
業
外
の
日
傭

稼
ぎ
に
出
る
も
の
が
増
加
し
た
こ

と
も
原
因
だ
が
、
何
と
い
っ
て
も

藩
内
各
地
で
新
田
開
発
が
進
み
、

農
村
の
二
男
三
男
や
奉
公
人
な
ど

が
わ
ず
か
の
田
畑
を
耕
作
し
て
一

戸
を
構
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
大
き
い
。
奉
公
人
の
数
は
、
一

般
に
魚
沼
郡
の
方
が
頚
城
郡
よ
り

も
多
か
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
ま

だ
わ
か
っ
て
い
な
い
。
十
条
に
、

年
季
奉
公
に
出
る
時
に
は
、
必
ず

証
文
を
取
り
交
わ
す
よ
う
に
命
じ

て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
は
、
奉

公
人
と
い
え
ば
、
譜
代
奉
公
人
か

質
置
奉
公
人
が
中
心
で
、
一
年
と

か
二
年
と
か
年
季
を
定
め
て
給
米

給
金
を
受
け
取
る
奉
公
人
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
。
譜
代
奉
公
人
と
は

そ
の
家
に
隷
篤
レ
儀
を
つ
“
て
い

る
も
の
で
磨
質
遭
俸
公
人
は
借
金

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヤ

の
担
保
に
年
季
を
定
め
て
奉
公
を

し
、
一
年
分
の
労
働
は
そ
の
年
の

利
息
分
に
な
る
。

　
こ
分
淀
五
人
組
は
、
．
各
条
ご
と

に
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

今
後
い
ろ
い
ろ
な
観
点
熱
識
わ
分

析
が
必
要
で
あ
る
。
　
（
上
吸
、
吉

楽
和
家
文
書
）
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・繋撫
　国民年金制度は、ほかの年金制

度と同じように、あらかじめ保険

料を納めた人に、老令や障害、死

亡などの事故があったとき年金を

支給する拠出制を主体としていま

す。しかし、国民年金制度ができ

た当時すでに老齢、障害、母子な

どの状態にあった人たちについて

は、保険料を納めることなく全額

国の負担によって年金を支給しよ

うというのが福祉年金制度です。

したがって、福祉年金はその費用

の全額が税金によって支給される

ため、限られた財源の中で効果的

に支給するということから、恩給

や厚生年金などを受けている人や

本人、扶養義務者にある程度の所

得があるときなどは、福祉年金を

遠慮してもらうことになっていま

す。

　今年の法律改正によって、老齢

福祉年金の受給者について、配偶

者及び扶養義務者の前年の所得が

一定額以上の人は、年金額に差を

つける支給方法に改められました。

これは56年8月分から実施されま

した。

　★年金相談所開設のお知らせ★

。日時10月27日

・場所　中里村老人福祉センター

　　　　　午前8：30～10；00

　　　　堀之内集落センター

　　　　　午前10二30～12；00

　　　　倉俣生活改善センター

　　　　　午後1：00～2二30

　　　　清津峡生活改善センター

　　　　　午後3：00～4：30

　　　　　翻

羅鐵

健
康
家
庭
を
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
五
十
六
年
度
保
健
衛
生
表
彰
式

　
十
月
三
日
、
役
場
議
場
に
お
い

て
、
昭
和
五
十
六
年
度
保
健
衛
生

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
保
険
税
完
納
者

の
中
で
、
各
種
検
診
を
率
先
し
て

受
け
る
な
ど
、
日
ご
ろ
の
健
康
管

理
に
よ
っ
て
医
者
に
か
か
ら
ず
、

他
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。
国
保

家
庭
及
び
虫
歯
の
な
い
幼
児
に
対

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

☆
昭
和
五
十
五
年
度
中
里
村
国
民

　
健
康
保
健
家
庭

倉芋　通山田上如
　川〃り　　　来
俣新　山崎中山寺
　田

斎大上涌渡井樋服
喜島原井辺ノロ部
　　　　　川　安
勝正正友三音倉五
利男夫吉雄吉造郎

虫歯が一本もありません

重
　
地

　
〃
　
〃
清
田
山

新
屋
敷

阿山鈴鈴滝
部田木木沢

耕ナー悦勝
蔵力雄蔵平

☆
虫
歯
の
な
い
子

〔
三
歳
児
〕

　
如
来
寺
　
富
井
良
一
君
を
は
じ

　
め
二
十
一
名

〔
五
歳
児
一

　
宮
中
　
山
田
春
樹
君
を
は
じ
め

　
八
名

☆
献
血
功
労
者

　
荒
屋
　
杉
谷
清
六
（
三
十
回
）

ゆ
き
つ
ば
き
号
来
村

　
移
動
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
車
ゆ

き
つ
ば
き
号
が
、
去
る
九
月
三
日

に
高
道
山
小
学
校
、
四
日
に
は
清

津
峡
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
来
村

し
、
婦
人
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め
の
指
導

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
消
費
者
を
守
る
た
め
に

い
ろ
い
ろ
な
品
質
標
示
が
商
品
に

つ
い
て
い
ま
す
が
、
案
外
見
す
ご

し
が
ち
で
す
。

　
例
え
ば
タ
ッ
パ
ー
ウ
エ
ア
ー
に

は
、
ク
レ
ン
ザ
i
等
で
み
が
い
て

は
い
け
な
い
標
示
が
つ
い
て
い
る

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
み
が
い
て

る
と
、
中
か
ら
有
害
な
物
質
が
と

け
出
す
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
日

あ
た
り
の
よ
い
所
に
置
い
た
ラ
ー

メ
ン
は
、
油
が
く
さ
り
や
す
い
等

私
た
ち
消
費
者
の
身
近
な
事
か
ら

指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
　
「
お
ら
、
知
ら
ね

っ
け
な
あ
ー
、
今
度
か
ら
気
を
つ

け
よ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

上
位
入
賞
果
す

　
　
第
十
九
回
三
魚
沼
剣
道
大
会

　
去
る
九
月
二
十
七
日
、
小
出
郷

体
育
館
に
お
い
て
、
三
魚
沼
少
年

剣
道
大
会
が
開
か
れ
、
田
沢
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
秀
な
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

〔
団
体
戦
〕

　
男
子
二
位
（
五
名
）

　
山
本
　
英
幸
（
山
崎
）

　
大
島
　
　
晃
（
干
溝
）

　
山
本
　
勝
利
（
通
り
山
）

　
上
原
　
正
明
（
上
山
）

　
吉
楽
　
正
哉
（
田
中
）

女
子
二
位
（
三
名
）

　
田
中
由
美
子
（
上
山
）

　
滝
沢
　
佳
子
（
田
中
）

　
田
村
　
佳
子
（
荒
屋
）

〔
個
人
戦
〕

一
位
上
原
正
明
（
上
山
）

三
位
吉
楽
　
正
哉
（
田
中
）

すきあり　メーン！ノ

　　　　　夫婦で登場　山崎・山田學、公iさん

一だんなさんの出身地は、「広島の山の中です」。一知り合ったきっかけ

は、「旅が好きで、十日町の雪祭りに来たとき、昼間のきものショーにコイツ

（奥さん）がでていたんですよ・いいなあ一と思ったのがきっかけです」。

一中里村の第一印象は、　「雪がいっぱい降るので・雪囲いなどの余計な仕事

が多いと思いましたねえ一。それに商工会等いろいろとつき合いが多くて」。

一お互いのどんなところに魅かれましたか。だんなさん、「純粋なところ」

おくさん、「たよりがいのあるところ」とさかんに照れながら話してくれました。

広韓噸かマに（9）　Nb303　56．10．10

健
康
で
長
生
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
回
老
人
福
祉
大
会

うまいもんだの一

　
こ
れ
ま
で
永
年
に
わ
た
っ
て
社

会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄

り
を
敬
愛
し
長
寿
を
祝
お
う
と
、

去
る
九
月
二
十
日
、
田
沢
中
学
校

体
育
館
に
、
村
内
に
住
む
七
十
歳

以
上
の
お
年
寄
り
四
百
四
十
二
名

の
方
が
集
い
、
第
二
回
老
人
福
祉

大
会
が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
昨
年
ま
で
は
、
村
内
五
地
区

で
敬
老
会
と
し
て
開
か
れ
て
来
ま

し
た
が
、
少
人
数
の
中
で
祝
う
よ

り
も
、
お
お
ぜ
い
の
中
で
祝
っ
た

方
が
よ
い
と
の
こ
と
で
、
昨
年
か

ら
村
全
体
を
ま
と
め
て
、
老
人
福

祉
大
会
と
称
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　
式
典
の
中
で
、
八
十
八
歳
十
九

名
、
九
十
歳
六
名
、
九
十
五
歳
以

上
二
名
、
金
婚
夫
婦
七
組
の
方
に

祝
詞
と
記
念
品
が
わ
た
さ
れ
ま
し

た
。
九
十
五
歳
以
上
を
代
表
し
て

市
之
越
富
井
ス
イ
さ
ん
（
九
十
七

歳
）
が
元
気
に
表
彰
台
に
立
た
れ

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
の
方
に
、
出
席
し
た

感
想
を
聞
い
て
み
ま
す
と
、
　
「
こ

う
し
て
年
に
一
度
、
村
全
体
で
顔

を
合
わ
す
こ
と
が
で
き
て
、
本
当

に
あ
り
が
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
あ
と
中
魚
沼
社
会
福
祉
事

務
所
長
、
代
理
）
、
中
魚
沼
郡
老

　
ク
ラ
　
埋
合
会
長
、
中
里
村
議

」
議
長
ら
が
次
々
に
立
っ
て
、
長

寿
を
督
　
い
す
る
言
葉
が
お
年
寄

り
た
返
　
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
を
う
け
て
村
老

人
ク
ラ
ブ
会
長
が
、
　
「
広
い
意
味

で
の
よ
い
老
人
に
な
ろ
う
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
祝
宴
で
は
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
中
里
村
老
人
ク

ラ
ブ
踊
り
会
、
民
謡
保
存
さ
ざ
な

み
会
、
白
藤
会
、
十
日
町
な
つ
め

ろ
愛
好
会
に
よ
る
楽
し
い
歌
や
踊

り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
お
年
寄
り

た
ち
に
喜
こ
ば
れ
ま
し
た
。

先生シリーズ
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
ヂ

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
勲
肺

　
　
　
　
　
　
　
翌
　
　
　
酔

　
信
濃
川
に
そ
っ
て
広
が

る
河
岸
段
丘
地
の
な
が
め

が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
と

話
す
若
い
先
生
を
紹
介
し

ま
す
。

ー
出
身
地
は

　
「
長
岡
市
で
す
。
」

i
趣
味
は

　
『
ス
キ
ー
と

レ
コ
ー
ド
鑑
賞

そ
ん
な
と
こ
ろ

か
な
あ
ー
。
」

ー
中
里
村
の

印
象
は

＠
＠㊨

＠夢

　
「
四
季
の
移
り
変
り
が
は
っ
き

り
し
て
い
て
と
て
も
良
い
所
で
す

ね
。
部
落
の
方
も
、
と
て
も
親
切

で
野
菜
な
ど
は
、
買
わ
な
く
て
も

よ
い
く
ら
い
で
す
。
」

ー
子
供
た
ち
の
印
象
は

　
「
と
て
も
人
な
つ
こ
い
面
が
あ

る
ん
だ
け
ど
、
学
校
外
の
人
と
は

う
ま
く
打
ち
と
け
る
こ
と
が
で
き

貝
野
小
学
校

　
　
　
鈴
木
美
弥
子

　
　
な
い
面
が
あ
り
ま
す
ね
。
あ
と
は

　
　
く
っ
た
く
が
な
く
て
と
て
も
良
い

　
　
子
供
た
ち
で
す
。
」

　
　
ー
教
育
方
針

　
　
　
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
大
切
に

　
　
し
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き

　
　
る
子
供
に
育
て
た
い
。

　
　
1
父
兄
に
望
む
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
今
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
い
ろ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
な
経
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
子
供
た

　
　
ち
に
話
し
て
も
ら
い
た
い
。
」

　
　
1
先
生
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き

っ
か
け
は

　
「
小
学
校
五
～
六
年
生
の
時
、

と
て
も
よ
い
先
生
に
お
そ
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
も
こ
ん
な

先
生
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
」

　
山
菜
と
り
が
好
き
で
、
き
の
こ

と
り
に
行
く
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

あなたの家の

みそ汁の味は？

～保健課～

　去る8月5日より7日までの3

日間、中里村循環器検診が行われ

ましたが、その際食生活改善推進

委員（こぶし会）の協力により、

みそ汁のアンケート調査を行いま

した◎

　その結果を報告します。

　方法

　①2種類（両方とも理想的塩分

　　0。8％）のみそ汁を試食して

　　もらい、どちらが自分の家の

　　みそ汁の味に近いかを選んで

　　もらいました。

　・2種類のみそ汁のだしは

　　（イ）カ〉つおぷし、にぽし

　　（ロ比学調味料

（試食者　633人）

295人（46．6粥）

，293人：二（4“％）冥『

45人（ス1％）

かつおぶし、にぽし

化学調味料

どちらともいえない

〔まとめ〕

　2種類とも同じ塩分でありなが

ら、化学調味料のだしの方は甘く

感じ、かつおぶし、にぽしのだし

は塩辛く感じます。

　化学調味料を使ったみそ汁は、

甘味を感じう璽で、多くのみそを

使うようになります。また、化学

調味料に入っているナトリウムが

血圧を上げる働き餌あるという事

も考え合わせて、みそ汁に限らず

化学調味料の使いすぎに注意しま

しょう。

懸
繍
瀬
、

★
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
錦
鯉
品

　
評
会

・
日
時
　
十
月
二
十
日
㈹

　
　
　
午
前
十
二
時
よ
り
午
後

　
　
　
　
三
時
ま
で
一
般
公
開

・
場
所
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
i

　
　
　
　
広
場

★
小
松
原
清
掃
登
山

・
日
時
　
十
月
十
八
日
㈲

　
　
　
午
前
六
時
四
十
五
分

　
　
　
　
老
人
セ
ン
タ
ー
前
集
合

・
会
費
　
五
百
円

　
山
を
愛
し
ゴ
ミ
か
ら
自
然
を
守

　
ろ
う
。
き
の
こ
汁
が
で
ま
す
。

★
中
里
村
農
業
祭

　　　　　　　

催会日
物場時

結果

十
一
月
三
日
㈹

田
沢
小
学
校
体
育
館

農
林
産
物
品
評
会
と
即

売
会
農
業
後
継
者
、
生
活
改

善
グ
ル
ー
プ
、
商
工
会

に
よ
る
即
売
会
等
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

★
中
里
村
剣
道
大
会

・
日
時
十
月
十
八
日
㈲

　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら

・
場
所
　
田
沢
小
学
校
体
育
館

★中

里
村
芸
術
祭

・
日
時
　
十
一
月
一
日
～
三
日

・
会
場
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー


